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要 旨

　本論 は，3 ドア タイプお よ び ミ ッ ドフ リ
ーザータ イプ の 2 種

類 の 冷蔵 庫 を対象 と して，主要 6 メ
ーカーの 商 品バ リエ ーシ ョ

ン が拡 充 され る期間 に お ける商品 ラ イ ン ア ッ プの 構 造に つ い て，

物理 的特 性 に 着 目 し検討 した もの で あ る。

　両 タ イ プ の バ リ エ
ー

シ ョ ン は，物 理 的特性か ら それ ぞれ 5 種

類 の ク ラ ス タ に 分 類 す る こ とが で きた 。 時系列的観 点か ら両 タ

イ プ の 商品展 開を と らえ る と，3 ドア タ イ プ は クラ ス タの 種 類

が 変化する 「質 の 変 化」，ミッ ドフ リ
ー

ザ
ータ イ プ は ク ラ ス タ

内の 機種が 変 化す る 「量 の 変 化」 で ある こ とが わか っ た。また，

メ
ーカ ー間の 比較 で は，3 ドア タ イ プ は 顕著 な違 い は み ら れ な

い が，ミ ッ ドフ リーザ ータ イ プ は 各 メ
ーカーの 商品戦 略 の 違 い

に よ り大 き く異 な る こ と が わか っ た。さ らに ，ドア ハ ン ドル の

デ ザイ ン の共 通 性 に つ い て，3 メ
ーカーを 事例 と して 確認 した

と こ ろ，3 ドア タイ プで は共通 化 す る傾 向が 強 いが，ミ ッ ドフ

リ
ー

ザ
ータイ プで はメ

ーカーによ りその 傾向は異な っ て お り，

ドア 構造 の 違 い な どが影 響 して い る と考え ら れ た 。

Summary

　The 　structure 　 of　 product　 line−up 　 was 　 examined

from　the　viewpoint 　of　physical　 properties　for　two

tYpes　 of 　refrigerators ，
’
3−door 　type

’
and 　

‘
mid −

freezer　type
「
．　 The 　 line−up 　was 　for　the　 period　 when

the 　 product　variations 　of　 six 　 malor 　manufacturers

were 　being　 expanded ．
　Variations　 of　 these　two 　types 　were 　classified

into　five　clusters 　by　their　phVsical　properties・
When 　 their　 product 　 developments 　 were 　 examined

from 　 the　chronological 　 point　 of　 view ，　 the　 3−door
type　was 　Gharacterized 　by “

change 　inqualitゾ where

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 changes ，the　 combinations 　 of 　 clusters 　 underwent

and 　the　mid −freezer　type　by
“
change 　 in　quantitゾ

where 　the　contents 　of 　 clusters 　 underwent 　 changes ，
Comparison　by　manufacturers 　revealed 　no 　remark −

able 　differences　in　the　3−door　type，　but　differences
in　the　mid −freezer　type　were 　quite　notable 　depend−
ing　 on 　 differences　 In　 manufacturers

’
merchandise

strategy ．　Common 　 design　 features　 in　 door 　 handle
were 　also 　studied 　in　respect 　 to　the　products 　of

three 　 manufacturers ，　 The 　 design 　features　tended
to　 be　 the 　 same 　 more 　 notably 　 in　 the　 3−door　 type

than 　the　 mid −freezer　 type ，　 but　the　tendency 　in　the
Iatter　differed　according 　to 　manufaGturers ．　 This
was 　 considered 　 mainly 　 due　 to　the　difference　in
door　structure ．

1，は じめに

　普及 率 や保 有 数量 の 高 さ ［注 1 ］か ら成 熟商品 と考 え ら れ る

電気 冷 凍冷 蔵庫 （以 下，冷 蔵庫 ） の 商品 開発 で は，ユ
ー

ザ に対

す る 新 しい 価値 観 の 創 造 や 提 案が 重視 さ れ て お り，冷 蔵庫 の 各

部屋に 付与す る 「機 能 」や，こ れ ら の 部 屋 の 「レ イ ア ウ ト」 の

開発 に 重 点が 置か れ て い る，，そ の ため，各 メ ーカ
ー

に よ り様 々

な機能が 開発 される とと もに，それ らの 組 み 合 わせ や レ イア ウ

トの 違 い に よ る 多様な冷蔵庫が 開発 されて い る。そ して，こ れ

らの 「機 能 」の 組 み 合わ せ と 「レ イ ア ウ ト亅の 違 い に よ り分類

さ れ る 「タ イ プ ［注 2］」 と と もに，ユ
ーザ の 家族 構成 や 食生

活 な ど に 対 応 す る 冷蔵 庫全体 や 各々 の 部 屋 の 大 き さ とい っ た

「内容 積 」 や ，住 居 形 態 に対 応 す る 幅，奥 行 な どの 「外 形 寸

法 1な ど も重要 な 意味 を もっ て い る 。 そ の ため，各 メ ーカ ーで

は 同
一

の タ イ プ で あ っ て も，上 記の よ うな観点か らの 様 々 な

「バ リエ
ー

シ ョ ン」 を 保有して い る こ とが 多い
。

　 前報 ［注 3 ］で は，冷蔵庫の 商品ラ イ ン ア ッ プに 最 も影響す

る 「タ イプ 」 の 観 点か ら，主 要 4 メ
ー

カ
ー

の 過去20年間に わ た

る 商 品 ラ イ ン ア ッ プ の 変 遷 を分析 し，時 系列 的 な 特徴 か ら分 類

され る 「基本 商 品 タ イプ 」　 「時代 商 品 タ イ プ 」　「期 間商 品 タ イ

プ」の 3 種類の 商 品 タ イプ ［注 4 ］ の 組 み 合 わせ と して ，商品

ラ イ ン ア ッ プ の 構造 を明 ら か に し た。そ こ で，本 研 究 で は，第

一
報の 継 続研 究 と して ，よ り具 体 的な視 点 か ら，冷 蔵庫 の 商品

ラ イ ン ア ッ プ の 変遷 を と もな う構造 を明 らか にす る ため に，各

タ イ プが保 有す る 「バ リエ
ー

シ ョ ン ．」に 着 目 し，その 商 品展 開

の 時系列的 特徴や メ
ー

カ
ー間 の 違 い に つ レて 検 討 す る。

2．調 査対象 の 選 定

2．1．タ イ プの 選 定

　本研 究 は，上 記 の と お りバ リ エ
ー

シ ョ ン に お ける商品展開の

構造 を明 ら か に し よ うとする もの で あ り，調査対象 と して は，

各メ
ー

カ
ー

に 共通 し，時系列的 に 継続 して ラ イ ン ア ッ プ され て

い る タ イ プが 適当 で あ る と言 える。そ こ で ，上 述 の 「基 本 商 品

タ イ プ」 と 「時 代商 品 タ イ プ」 に分 類 され る タ イプの 中か ら調

査対 象 を選 定す る こ と と し た。多機 能 ・多 ドア 化 の 傾 向に あ る

こ とか ら，　「冷 蔵室 」　「冷 凍 室」　「野 菜 室 」 の 組 み 合 わ せ と

し，70年代 の 末期 に市 場 に 投 入 され て 以 来，現在 も継 続 して ラ
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イ ン ア ッ プ さ れ，3 ドア 冷蔵 庫 の 基本 的 な タ イプ と して 定着 し

て い る 上 段 が 冷 凍 室，中段 が冷蔵室，下 段 が 野 菜室の 冷蔵庫

（以 下，3 ドア タ イ プ と記す ） と，同 じ機能の 組み 合わ せ なが

ら レ イア ウ トが 異 な り．90年代 の 初頭 に 市場に 投入 され，90年

代 の 中頃 まで の 期 間，新 しい 主流 とな りつ つ あ っ た 上段 が 冷蔵

室，中段 が冷 凍 室，下段 が 野 菜室の 冷蔵庫 （以 下，ミ ッ ドフ

リ
ー

ザータ イプ と記す ）の 2 タ イ プ を 対 象と して 考 察 を 行 うこ

とに した。

　 また，バ リエ
ー

シ ョ ン の 展 開 に は，各メ
ー

カーの 商 品戦 略の

違 い が 強 く反映 さ れ て い る こ とが 予 想 さ れ る こ と か ら，シ ェ ア

の 推移 を踏 まえ，松下 電 器産業株式 会 社 （以 下，ナ シ ョ ナ ル と

記す ），株式会社東芝 （以 下，東芝 と記 す ），三洋 電機 株式 会

社 （以 下 ，サ ン ヨ
ー

と 記 す），シ ャ
ー

プ株 式 会 杜 （以 下，
シ ャ

ープ と 記 す），株 式 会 杜 日 立 製 作 所 （以 下 ，日 立 と 記

す），三 菱電機株式会杜 （以 下，三菱 と記 す ）の 主 要 6 メ
ー

カ
ー

を対 象 と して 考察 を行 うこ と と した。

2，2．調 査 期 間の 選 定

　調査 は．あ る年 の 10月 か ら翌 年 の 9 月 まで の 期間を表わ す冷

凍年度 ご と に，各冷凍 年度 の 新 製 品が 出揃 う下 半期を中心 とし

た カ タ ロ グを対象 と して．記載 されて い る機種名を もとに 調査

対 象 を選 定 した。

　 3 ドア タ イ プは，78冷凍 年度に サ ン ヨ
ー

が 最初 に市場に 投入

し，そ の 後，他 メ ー
カ
ーも追 従 し て 市場 に投 入 して お り，現在

も各 メ ー
カ
ーと もに継続 して ラ イ ン ア ッ プ化 さ れ て い る。そ こ

で ，3 ドア タ イ プの 各メ
ー

カ
ー

の 商品 ラ イ ン ア ッ プ の 中 に 占め

る位 置 付 け に 変化 が な い か ど うか を調 べ る た め に ，3 ドア タ イ

プが 保有する バ リエ
ー

シ ョ ン の 冷蔵庫 全機 種 ［注 5］ に 占め る

割合の 変化を調べ た 。 その 結果，図 1 に 示す よ うにその 割合 は

大 き く変化 して お り，市場 参入時か ら漸次 増 加 し，メ ーカー
に

よ り若干その 時期は 異な る もの の ，84，85冷 凍年 度 に ピー
ク を

むか え，85 ，86冷凍年度 に は 急 激 な低 下 が み られ る こ とが わ

か っ た。その 後，メ
ー

カ
ー

に よ っ て は 80年代 後半 か ら90年代 の

前 半 に 増 加 も み ら れ る が，90年代 中頃以 降 は 減少 の 傾 向 に あ る

と言 え る。

　同様 に ミ ッ ドフ リーザータ イプ に つ い て も，各 メ
ー

カ
ー

の 冷

蔵庫 全 機種 に 占 める割合 の 変化 をみ る と，図 2 の よ うに 示す こ

とが で きる ［注 6］。3 ドア タイ プ と同様 に そ の 割合は 大き く

変 化 して お り，日立 を除い て 市場 投 入以 降，年度 を経る ご とに

漸次増加 し て お り，96 ，97冷凍 年度 をピー
ク と して，97，98冷

凍年度 に は 急激な低下 が み ら れ る。

　 こ の よ うに，両 タ イ プ の 市場投 入 の 時期 に は 10年以 上 の 開 き

が あ る に も か か わ らず，バ リエ ーシ ョ ン は 次 第 に 拡 充 され，あ

る程 度の 展 開 を みせ た 後 に 収束 す る とい っ た 共通 の 傾 向 が見 ら

れ る こ と が わ か っ た。
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図 1　 3 ドア タ イ プの バ リエ ーシ ョ ン の 冷蔵庫全機種 に 占

　　　 め る 割合 の 変化
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図 2　 ミ ッ ドフ リ
ー

ザータ イ プ の バ リ エ ーシ ョ ンの 冷蔵庫

　　　全機種 に 占め る割合 の 変 化

　 　 ナ シ ョ ナ ル

ー
○
．
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一
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　そ こ で ，本研究で は，バ リエ
ー

シ ョ ン が拡 充 され る場 合 の 商

品展開 に着 目す る こ と と し，市場 投 入 か ら その 割 合が 急低 下 す

る まで の 期 間，す な わち，3 ドア タイ プ で は 78冷凍 年度 か ら86

冷凍年度 まで の 9 年間，ミ ッ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ イプ で は92冷 凍 年

度か ら98冷凍年度 まで の 7 年 間 を調査 の 対 象期 間 と して 考 察 を

行 う こ と に した 。

3．3 ドア タ イ プの バ リ エ ーシ ョ ン 展開 の分析

3．1．調 査対象

　 3 ドア タ イプ の 調 査対 象 と した機 種 を表 1 に 示 す 。 各メ
ー

カ
ー

の 該当機種 をみ る と，ナ シ ョ ナ ル が 合計24機種，東芝 が 合

計34機種，サ ン ヨ
ー

が 合計57機種，シ ャ
ープ が 合計 22機 種，日

立 が 合計29機種，三 菱 が 合計26 機種の 合計 192機 種 で あ る n な

お，日 立 の 85 冷凍年度，三 菱 の 86冷 凍 年 度 の デ
ー

タ は 不 明 で

あ っ た が，商 品 展 開 の 全 体的 な傾 向 を 把握 す る に あ た っ て 問 題

ない と判断 した。

3．2．デー
タ の 作 成

　表 1か ら明らか な よ うに，メ
ー

カ
ー

に よ り該当機 種数 に違 い

が あ る と ともに，冷凍年度ご との 機 種数 に も変 化がみ られ る、、
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そ こ で，こ れ らの バ リ エ ー
シ ョ ン が時系列的に どの よ うに展 開

され て きたの か把握する た め，冷蔵庫 の 特徴 を評 価 す る 項目 と

して ，前述 した 「内容積 」 や 「外 形 寸法」 に 加 え，カ タ ロ グ に

記 載 され て い る 主 要諸元 表 やセ ール ス ポ イ ン トな どを参考と し

て．以 下 に 示 す 15ア イ テ ム を選 定 した 。

　なお ，各メ
ー

カ
ー

間 で の 商 品 展開の 違い が 把握で きる よ う

に，各 メ
ー

カー
に共通 して と らえ る こ との で きる 項 目 を選択 し

た。その ため，ア イテ ム 数は15種類 と少ない が，各 ア イテ ム の

カ テ ゴ リ数 を多 くす る こ とで ，それ ぞれ の 機種の 特徴 を把 握 で

きる と考 えた。

　（1＞ 定格 内容積，　（2）冷 蔵室，　 （3） 冷凍 室，　 （4 ＞野 菜

室

　上 記 は 冷蔵 庫 の も っ と も基 本的 な諸元 とい え る 。 各部屋 の 容

積は メ
ー

カ
ー

の 使 い 勝 手 の 考え方の 違い を表わ す と と もに，ド

ア 分 割位置 に違 い があ り，外形 デ ザ イ ン に も影響 して い る と考

え ら れ る こ とか ら設定 した。

（5 ）幅，　 （6 ）奥行，　 （7）高 さ，（8 ） 質量

　上 記 も冷蔵庫 の 基本 的 な 諸元 と い える。　 （5 ） 一一（7 ） は 設

置 ス ペ ース との 関係や ，メ
ー

カ
ー

の 使 い 勝手 に対 す る考 え方の

違 い な どが 反 映 して い る と推 察 さ れ る こ とか ら設定 し た 。

（9 ）容積率

　外形寸法を変化 させ ず に，断 熱材や 庫内 トレ イ な どの 改良に

よ る 内容積 の 拡 大 が各社 の カ タ ロ グ にお い て セ
ー

ル ス ポ イ ン ト

と な っ て い る こ とか ら設 定 し た。な お，具体 的 な容積 率 を表 わ

す 数 値は 示 され て い な い こ と か ら ，本 分 析 で は 定 格 内容 積

（mD を外 形寸 法 の 幅 （cm ），奥行 （cm ），高 さ （cm ）の そ

れ ぞ れ で 除 して 算 出 した もの を 用 い る こ とに した。

（10） 消費電力量 ［注 7］

　コ ン プ レ ッ サ
ー

の 改良 な ど に よ る省 エ ネ ル ギー化 が各社の カ

タ ロ グ に お い て セ
ー

ル ス ポ イ ン トとな っ て い る こ とか ら設定 し

た。

（11）全 ドア数，　（12）冷蔵 室 ドア数，　（13）冷凍室 ドア 数，

（14）野 菜室 ドア 方式 ［注 8 ］

　上 記 も使 い 勝手 の 違 い を反 映す る とと もに，外 形 デ ザ イ ン に

も 影響 して い る と考え られ る こ とか ら設 定 した。

（15） カ ラ ー数

　ユ
ー

ザの 嗜好 に 対応 す る もの で あり，色数の 豊富 さが各 社 の

カ タ ロ グ に おい て セ
ー

ル ス ポ イ ン トに な っ て い る こ とか ら 設定

した。

　 また，調査対 象 メ
ー

カ
ー内 の 5 メ

ー
カ
ー

の デ ザ イ ン 部 門の 冷

蔵庫 担 当者 に対 す る イ ン タ ビ ュ
ー
調 査 ［注 91 の 結 果，もっ と

も基 本 となる 諸元 で あ る 「定格内容 積］ や 「幅 」　「奥行」　「高

さ」 な ど は，あ る 範 囲 ご と に 区 分 して と ら えて い る こ とが わ

か っ た 。 そ こ で．各項 目は カ テ ゴ リカ ル デ
ー

タ と して 扱うこ と

表 1
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と し，2 カ テ ゴ リか ら10カテ ゴ リ に分類 した 。 決定 した 15ア イ

テ ム 77カ テ ゴ リを表 2 に示す 。
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3．3．分析方 法 と結果

　各 メ
ー

カ
ー

の そ れぞ れ の 機種 をサ ン プル とし，上記 の 項 目に

つ い て デ
ー

タ を作成 した。

　 そ の 結果．表 2 の 網掛 で 示 した カ テ ゴ リ は，　 （a ） 東 芝の 79

冷凍年度か ら86冷凍年度の 期 間 に ラ イ ン ア ッ プ され て い た 8機

種，　 （b ）サ ン ヨ ー
の 81冷凍年 度 か ら84冷凍 年度 の 期 間 に ラ イ

ン ア ッ プ され て い た 7 機種，同 じ く　（c ）サ ン ヨ ーの 83冷凍年

度 か ら85冷凍年度 の 期 間 に ラ イ ン ア ッ プ され て い た 3 機種，そ

して （d） 日立 の 83冷凍年度か ら86 冷凍年度の 期間 に ラ イ ン

ア ッ プ され て い た 4 機 種の 合計 22機種の 特定の 機種の み に該当

す る カ テ ゴ リで あ る こ とがわ か っ た。こ れ らの 機種は 各グ ル
ー

プ ご とに 同
一

の 特徴 を もつ バ リエ
ー

シ ョ ン で あ り，　 （a ） は 冷

凍室 が大 きな超大 型 の 機種，　 （b） は小 型 の 機 種，　 （c ） は 多

ドア の 超 大 型 の 機 種 ，　 （d ）は 大型 の 機 種 で あ り，その 他 の

170機種 とは 著 し く異 なる ス ペ ッ ク を有 して い る こ とが わ か っ

た。そ こ で ，3 ドア タイプの バ リエ ー
シ ョ ン の 全体 の 傾 向 を把

握す る こ とが 本分析 の 目的で あ る こ とか ら，こ れ らの 22機種 を

除い た 170機種 を対 象 と して 以 降の 分析 を行 うこ とに した。な

お ，東芝，サ ン ヨ
ー，日 立の 新 た な調 査対 象 と し た機種 数 を表

1 の 括 弧 内 に 示 す 。ま た，前述 し た 調 査 項

目の 中 か ら，こ れ ら の 22機 種の み に 該当す

る 17 カ テ ゴ リ を 削 除 す る と と も に，そ の 結

果 と して 全 機 種 に 共 通 す る こ と と な っ た

「全 ドア 数 」　「冷 蔵 室 ドア 数 」　「冷凍室 ド

ア 数 」 の 3 ア イ テ ム を削 除 した 12 ア イ テ ム

57 カ テ ゴ リ を調 査 項 目 と して デ
ー

タ を作 成

し た。

　 こ れ ら の デ
ータ を も とに し．カ テ ゴ リに

は 「順 序 尺度 1や ［名義 尺度 」 が 含 まれ る

こ とか ら，非線形主 成分分析 ［注 10］ を用

い て 分析 し た ［注 11］ 。

　 そ の 結果，図 3 に 示す よ うに 第 6 主 成 分

まで の 固 有値を み る と，第 1主 成 分 と第 2

主 成分 間で の 固有値の 下 が り方が 小 さ く，

反 対 に 第 3 主 成 分 以 降 の 固 有値 の 値が 非常

に 小 さ い こ と か ら，第 2 主 成分 ま で を取 り

上 げ て 以 降 の 分 析 を行 うこ と と した 。

　 因 子負荷 量 か ら 各主 成 分 の 解釈 を試 み る

と，第 1主 成分 の 正方向に は 「奥行／651−

700 」　「高 さ／ 150卜 1550」　「質量 ／81 −−

90 」 な ど，負方向 に は 「幅／ 501 −．55   」

「奥行／600 以下 」　 「高 さ／ 1751 以 上」　「質

量 ／51 −一．60 」な どが 布置 され て お り，第 1

主 成分 は 「ス ペ ース 効 率 の 高 低 」 を表 わ し

3

！

1

拿i・

・1

．2

．3

て い る と解釈 す る こ とが で きる。第 2 主成分 の正 方 向に は 「定

格 内容積 ／ 301〜350」　「冷蔵 室 ／ 161・一一180」　「冷 凍 室 ／81 −

90」　「野 菜室／ 8卜
．90」　「容 積率／O．481以 上1 な ど，負方 向に

は 「定格 内容 積／201 − 2501 　「冷蔵 室 ／ 且0卜 且20」　「野 菜室 ／

41．一一　50」　 「容 積率／ 0，400以 下」 な どが布 置 され て お り，第 2 主

成分 は 「容積 効率 の 高低 1 をあ ら わ して い る と解 釈 す る こ とが

で きる 。

　 また，主成 分得点 を も とに ク ラ ス タ分 析 を行 っ た結果，5 個

の ク ラ ス タ が抽出 され た。ク ラス タA に 分 類され る 機種 は30機

種，ク ラス タ B に 分類 され る機 種 は23機種，ク ラ ス タC に分 類

さ れ る機種は 34機種，ク ラ ス タ D に 分 類 され る機種 は59機種，

0．5U

．4O

．3o

．2

｛［．1

　 　 第 1主成ラ｝　第2L 成ク｝　第3 主成分 　第4 主戉分

図 3　 固有値 の 変化 （3 ドア タイ プ）

第2主成分　容積 効率
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 低 い

図 4　 サ ン プル の 散布図 （3 ドア タイ プ ）
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ク ラ ス タ E に 分類 され る機 種 は 24機 種 とす べ て 複数で あ り，3

ドア タ イプ の 冷蔵庫の 特徴 を広 くとらえ分 類す る こ とが で きた

と考 え る こ とが で きよ う。 こ れ らの 考察 を も とに，主成分得点

か ら作 成 した第 1 主成分
一
第 2 主成 分 の サ ン プル の 散布図 を 図

4 に示 す。

3．4．クラ ス タ の 観点 か らみ た商 品展 開の 時系 歹1的 考 察

3．4．t，全体の 傾 向

　以 ヒの よ うに ，あ る特 定 の メ
ー

カ
ー

の 特徴 的 な機種 を除い た

3 ドア タ イ プの 冷蔵庫 の バ リエ
ー

シ ョ ン は，5種 類 の ク ラ ス タ

に分 類 して と らえ る こ とがで きた 。 そ こ で，78冷凍年度以 降，
どの よう に 商品展 開が な され て きた の か を把 握す る た め に，各

冷凍 年度 ご とに ク ラ ス タ 別の 主成 分得 点 の 平均値を 算 出 し，そ

れ らを第 1 主 成分
一
第 2 主 成 分 の サ ン プ ル の 散布 図 に 示 した

（図 5＞ 。

　各ク ラ ス タの 出現 した冷 凍年 度 をみ る と，ク ラ ス タ A は 78冷

凍年度，ク ラ ス タ B は79冷凍年度，ク ラ ス タ E は 80冷凍 年度，
ク ラ ス タ D は 82冷 凍年度，ク ラ ス タ C は 83冷 凍 年度 とほぼ 各冷

凍年度 ご とに 1種 類ず つ ク ラ ス タ の 種類 が 増加 して い る。ま

た，こ れ らの 5 種類 の ク ラ ス タ は，83冷凍 年 度 に は すべ て の ク

ラス タ が 同時 に 存在 して い る が ，翌84冷凍 年 度以 降は，出 現 し

た順 番 に 各冷凍年度 ご とに 1種類 の ク ラ ス タが 消滅 して お り，
時 系 列的 に ク ラ ス タ の 種 類 が 変 化 し て い る こ と が わ か る。一

方，各ク ラ ス タ 別 に 主成分 得点の 平均値の 時系列 的 な変化 をみ

る と，い ず れ の ク ラ ス タ も第 1主 成分の 負 ・第 2 主成 分 の 正 方

向へ 大きく移動 してお り，ス ペ ー
ス 効率や 容積効率 の 改善 が行

わ れ て い る こ とが わかる 。 こ の よ うに 3 ドア タ イプの 商品 展 開

は，ク ラ ス タの 種 類が 時系列的に 変化す る と と もに，同
．一

ク ラ

ス タ 内の サ ン プ ル にお い て も，そ の 布置 され る位 置 が 冷凍年度

ご と に 変 化 し て お り，ス ペ
ー

ス 効 率 や 容 積 効 率の 高効率 化 と

い っ た物理 的 特性 の 変化，す なわ ち 「質の 変化」に よ る 商品展

開で あ る と言え よ う。

3．4．2．メ ー
カ
ー

の 傾 向

　次に 各メ
ー

カ
ー

の バ リエ ー
シ ョ ン展開の 違い を確 認す る た め

に，各メ
ー

カ
ー

別 に 5種 類 の ク ラ ス タ に属 する 機 種数 の 推 移 を

調べ た 。 その 結 果，図 6 に示 す よ うに 市場 参 入時 期 が83冷凍年

度 ともっ と も遅 か っ た シ ャ
ー

プ を 除 くと，他 の メ ー
カ
ー

の 商 品

展 開 は ほ ぼ 同様 な展 開 を み せ て お り，ク ラ ス タ A ，ク ラ ス タ

B ，ク ラ ス タ E の 順 番 に ク ラ ス タの 種類 を増 や しなが ら 商品展

開す る 前 半 の 期 間 と，ク ラ ス タ C ，クラ ス タD へ 移行す る 後半

の 期 間 に 二 分 して と らえる こ とが で きる。こ の よ うに，3 ドア

タ イ プの バ リエ ー
シ ョ ン展開 は，本分析 の 対象か ら削除 した 特

定の メ ーカー
の 特殊 な機種 を除 くと，あ る特 定の ク ラ ス タ に 特

化す る な ど，各メ
ー

カ
ー

の 商品戦略 に よ る違 い は み ら れ な い こ

とが わか っ た。
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図 5　瞬系列的観点か らみ た クラ ス タ別生成分得点の 平均

　　　値の 変勳 （3 ドア タイ プ 〉
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図 6　 メ ーカー
別に み た クラ ス タ嬲 の機 種数の 推移 （3 ド

　　　ア タイ プ ）

4．ミッ ドフ リーザ ータ イ プの バ リエ ー
シ ョ ン展 開 の 分 析

4．1．調査 対象

　次 に ミ ッ ドフ リ
ー

ザータ イプ を対象 と して 同様 の 分 析 を行

う。調査対象 と した機種 を表 3 に 示す。 各メ
ー

カ ーの 該 当機種
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を み る と，ナ シ ョ ナ ル が 合計 27機 種，東芝が 合計33機種，サ ン

ヨ ーが 合計 21 機種，シ ャ
ープが 合計 23 機種，日立 が 合計 7 機

種，三 菱 が 合計 35機種の 合 計 14〔磯 種 で あ る。

42 ．データの 作 成

　表 3 か ら明 らかな よ うに，3 ドア タ イ プ と同様 に メ
ー

カ
ー

に

よ り当 該機 種数 に違 い が あ る とと もに，冷凍年 度 ご と の 機 種数

に も変 化が み られ る 。

　そ こ で ，こ れ らの バ リエ
ー

シ ョ ン が 時系列的 に どの ように展

開 さ れ て きた の か を把握 す る た め に ，調杢項目と して 前述 した

15ア イ テ ム か ら，調査対 象 の 全 機種が 「ス ラ イ ド」の 同
一

の カ

テ ゴ リ と な る 「野 菜 室 ドア 方式 」 に 関す る項 目を 削 除 し，新 た

に各 メ
ー

カ
ー

に 共通す る 付 加機 能 と して 「製 氷機能」 に 関 す る

項 目を追加 した 15ア イテ ム と した。また 「3 ドア タ イ プ」 と同

一
の ア イ テム に お い て も，各ア イテ ム 内 の カテ ゴ リは 新た な分

類 が 必 要で あ り，表 4 に 新規に 設定 した カテ ゴ リや集約 した カ

テ ゴ リ を網 掛 し，調 査項 目 と し た15 ア イ テ ム 78 カ テ ゴ リを 示

す。なお ，具体 的 な変化 の 内容 を 以 下 に 記す。

　（1＞ 定格 内 容積，　 （2 ＞ 冷蔵 室，　（3 ＞冷凍 室，　 （4 ＞野菜

室

　 い ず れの ア イ テ ム に お い て も大容 量化 して お り，小 容量の も

の は ま とめ ，新た に 大容量 の 2 〜5 カテ ゴ リを追加 した 。
こ れ

ら の 変化は ユ
ーザ の 食生 活の 変化 （冷 凍食 品，ペ ッ トボ トル の

普及 な ど）や，就業状況の 変化 （共働 き世 帯 の 増加 な ど）な ど

が 影響 して い る と考 え ら れ る。

　（5 ）幅，　 （6） 奥行，　 （7）高 さ，（8） 質量

　 外形寸法で は幅の み 大型 化 して お り，ス リム サ イズ を まと め

る と と もに，新 た に ワ イ ドサ イ ズの 3 カ テ ゴ リ を追加 した。ま

た ，質量 に つ い て も増 加 の 傾 向にあ り，軽量を まとめ る と と も

に，新 た に 重量の 2 カ テ ゴ リを追 加 した。こ れ ら の い ずれ の 変

化 も前 述 した大容量化の 影響 と考 えられ る。なお，大容量 化へ

の 対 応 と して ，外 形 寸 法で は 奥行，高 さの 拡 大 も考え ら れ る

が ，前 者 は シ ス テ ム キ ッ チ ン や 食器棚 な どの 什 器 類 の 寸法特性

の 関係 か ら．後者 は 使 い 勝 手や 家屋 へ の 搬 入 性 の 関係 か らあ る

程度の 制 約があ り，幅の み が 大型化 した と考 え られ る。

　（9 ）容積率

　 高効率化 して お り，3 ドア タ イ プで 設定 し たすべ て の カ テ ゴ

リ を ま とめ る と とも に．新 た に 高効率の 7 カ テ ゴ リ を追 加 し

た。こ れ ら は，後 述す る消 費電 力量 と同様 に 重要 な セール ス ポ

イ ン トに な っ て お り，断熱 材 や庫内 ト レ イな どの 改 良が 影響 し

て い る と考 え ら れ る。

　 （10）消 費電 力量

　 減 少 と増 加の 二 傾向が あ り，新 た に 小 電 力量 の 2 カ テ ゴ リ と

大 電 力 量 の 2 カ テ ゴ リの 合計 4 カ テ ゴ リ を追 加 し た。こ れ ら

は，コ ン プ レ ッ サ
ーな どの 改良 に よる効率 ア ッ プ と前述 した大
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表 3　ミ ッ ドフ リ
ー
ザ
ータイ プ の調 査対象 と した メ

ーカー

　　　別機種数
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　多 ドア 化の 傾向に あ り，全 ドア 数で は新 た に 2 カテ ゴ リ，冷

蔵 室 ドア 数及 び冷凍室 ドア 数で は新 た に そ れぞ れ 1カ テ ゴ リ を

追 加 した 。3 ドア タ イ プ に お い て は，多 ドア は特 定 の 機 種の み

に 対応 す る も の で あ っ た が ，ミ ッ ドフ リ
ーザータ イ プに お い て

は ，新 た な使 い 勝 手 を 提 案す る もの と し て 広 く採 用 され て い

る。ま た，上 述 した ワ イ ド化に 伴 う ドア 寸 法の 大型 化 に よる 使

い 勝 手の 改善 策 と して の 側 面 もある と考え られ る 。

（15） カ ラ
ー数

　減 少 の 傾 向 にあ り，2 カ テ ゴ リを削 減 した 。
コ ス ト削減が 影

響 して い る と考 え られ る。

4、3．分析 方 法 と結果

　 各 メ
ー

カ
ー

の そ れ ぞ れ の 機 種 を サ ン プ ル と し，上 記 の 項 目 に

つ い て デ
ータ を作成 した。こ れ ら の デ

ー
タ を も と に，カ テ ゴ リ

に は 「順序尺度」や 「名義尺度 」が 含 ま れ る こ とか ら，非線形

主成分 分析 ［注10ユを用 い て 分 析 を 行 っ た ［注 11］。

　そ の 結果，図 7 に 示 す ように 第 6主成 分 まで の 固 有値 を み る

と，第 2 主成 分以 降の 固有値 の 下 が り方が 小 さい こ とか ら，第

2 主成 分 まで を取 り上 げ て 以 降の 分析 を行 う こ と と し急

　 因 子負荷 量 か ら 各主成 分 の 解 釈 を試 み る

と．第 ／主 成分 の 正 方 向に は 「定 格内容 積

／ 501 以 上 」　「冷蔵 室／ 261以 上 」な ど，負

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

散布図 を図 8 に 示す 。

4．4．ク ラ ス タ の 観点か らみ た 商品展開の 時系列 的考 察

4．4．1．全体の 傾向

　以上 の よ うに ，ミ ッ ドフ リ
ーザー

タ イ プの 冷蔵庫の バ リエ
ー

シ ョ ン は ，5 種類 の ク ラ ス タ に分 類 し て と ら え る こ と が で き

た。そ こ で ，市場 に投 入 され た 92冷凍年度以 降，どの よ う に 商

品展 開が な され て きた の か を把 握す る た め ，冷凍年度 ご とに ク

ラ ス タ別 の サ ン プ ル ス コ ア の 平均 値 を 算 出 し，そ れ ら の 変 化 を

第 1 主 成 分 一第 2 主 成 分 の サ ン プ ル の 散 布 図 に 示 した （図

9）。

0．5

｛〕．4o

．30
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．1

　 　 第 1主成分 　 第 2 主成 分　 第 3 舵成分 　 第 4 セ成分 　 第 5 主 成分

図 フ　 固有値 の 変化 （ミ ッ ドフ リーザータ イプ 〉

第 2 主成分　特徴

　 　 弱 い

麟 黼 　　．

第 6 主 成分

方 向に は 「定格内容 積 ／250以下 1　「冷凍 室

／70 以 下 」　［野 菜室／50 以 下 」 な どが 布置

さ れ て お り，第 1主 成分 は 「内 容積 の 大

小」 を表 わ し て い る と解釈 す る こ とが で き

る 。 第 2 主成分 の 正 方向に は 「カ ラ
ー
数／

1 色」 な ど，負方向 に は 「幅／741 以 上 」

「冷 蔵 室 ド ア 数 ／ 2 ド ア 」　「奥行 ／ 600 以

下」　 「消 費 電力 量 ／91以 上 」 な ど が 布置 さ

れ て お り，第 2 主 成 分 は 機 能 ・性 能 な ど の

「特 徴 の 強弱 」 を 表 わ し て い る と解 釈す る

こ とが で きる。

　 また，主成 分得 点 を も と に ク ラ ス タ分 析

を行 っ た結果．5個 の ク ラ ス タ が 抽出 さ れ

た。ク ラ ス タ F に 分 類 され る機 種 は 31 機

種，ク ラ ス タ G に 分 類 され る 機 種 は 81 機

種 ，ク ラ ス タ H に 分 類 され る 機 種 は 3 機

種 ，ク ラ ス タ 1 に 分 類 され る 機 種 は 20 機

種，ク ラ ス タ J に 分 類 され る 機 種 は 11機 種

とす べ て 複 数 で あ り，ミ ッ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ

イプの 冷蔵 庫 の 特徴 を広 くと ら え分類 す る

こ とが で きた と考 える こ とが で きよ う。 こ

れ らの 考 察 を も と に，主 成分得点か ら作成

した 第 1 主 成分
一

第 2主 成分の サ ン プル の

小

さ　 0

い
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　各ク ラ ス タ の 出現 した年度 は ほ ぼ 同 時期 で あ り，92冷凍年度

の み ク ラス タ G の 1 種類 だ けで あ る が ，翌 93冷凍 年度 に は ク ラ

ス タ F ，ク ラ ス タ 1 ，ク ラ ス タ Jが 出 現 し，95冷 凍 年度 まで の

期間 は こ れ らの 4 種 類 の ク ラ ス タが 同 時 に 存在 して い る。さら

に，96冷凍年度 に は ク ラ ス タ H が出現 し，それ 以 降は 5種類 の

クラ ス タが 同 時に 存在 して い る。また ， 各ク ラス タ別に 主 成分

得点 の 平均値の 時系列的 な変化 をみる と，各 ク ラ ス タ ともに 動

きの 範 囲は 小 さ く，各 ク ラ ス タの 内容 はあ ま り変 化 して い な い

こ とが わ か る。こ の よ うに，ミ ッ ドフ リ
ーザ

ー
タ イ プの 商品展

開は，ク ラ ス タの 種類 が 時系列的 に ほ とん ど変 化 しな い と と も

に，同一ク ラス タ 内の サ ン プ ル に お い て も，その 布 置 され る位

置は ほ とん ど変 化 して お らず，各 ク ラ ス タ を構成 す る機 種数 の

変化，す な わ ち 「量 の 変 化 」 に よ る 商品展開で あ る と言 え よ

う。

4．42 ．メー
カ
ー

の 傾 向

　次 に 各 メ
ー

カ
ー

の バ リ エ
ーシ ョ ン 展 開の 違い を確認す るた め

に，各 メ ーカ
ー

ご とに 5種 類 の ク ラス タ に属 す る 機種数の 推移

を調べ た。そ の 結果，図 10に 示す ように，市 場 参入 時期 が 95冷

凍 年度 と もっ と も遅 く，短期間で撤 退 して しま っ た 日立 を除 く

と，各 メ ーカ
ー

に共 通 して ク ラ ス タ の 種類の 変 化 は ほ とん どみ

られ ない が，各 メ
ー

カ
ー

が保有する ク ラ ス タ の 種類 は 異 なる こ

とが わ か る。ナ シ ョ ナ ル は 5種類すべ て の ク ラ ス タに対 応 した

多様 な 商 品 展 開が な され て い る。他の 4 メ
ー

カ
ー

で は 2 ．一一　3　＄e

類 の ク ラ ス タ し か該 当 して お らず，特 に該当す る 機種 数 の 変化

か ら t 東 芝 や シ ャ
ープ で は 散 布図 の 原点 付近 に布 置 され る ク ラ

ス タG ．サ ン ヨ ー
で は小容量 タ イ プ の ク ラ ス タ J，三 菱で は大

容 量 タ イ プ の ク ラ ス タ 1 に 特化 した 商 品展 開 で あ る と 言 え よ

う。こ の よ うに，ミ ッ ドフ リ
ーザータイプの バ リエ

ー
シ ョ ン 展

開 は，内容 積 の 大 小 や，機能
・
性能な どの 特徴 の 強弱 に よ りク

ラ ス タ が分 類 され て い る に もかか わ らず，メ ーカーに よ り保有

す る ク ラ ス タの 種 類 は 異 な っ て お り，各メ
ーカ ーの 商品戦 略の

違 い に よ る もの で ある こ とが わ か っ た。

5．バ リエ ーシ ョ ン 展 開 と デ ザ イ ン

5．1．調 査の概 要

　さて，以 上 の よ うに 3 ドア タ イプ と ミ ッ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ イ プ

の 商 品展 開 に は 違 い が あり，メ
ー

カ
ー間の バ リエ ーシ ョ ン 展 開

の 比 較 に お い て も 3 ドア タ イ プは 6 メ
ーカー

に共 通 した 商 品展

開，ミ ッ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ イ プは各 メ
ーカーの 商 品戦略 に 基づ く

異 なる商 品展 開 で あ る こ と が わ か っ た。そ こ で ，両 タ イ プの バ

リエ
ーシ ョ ン 展 開 とデ ザ イ ン の 関係 に つ い て ，外観 デ ザ イ ン の

違い に も っ と も影 響す る ドア ハ ン ドル に 着 目 し考察 した。

　具体 的 に は ，シ ェ ア の 推 移 か ら，ト ッ プ シ ェ ア を 誇 る 「ナ

シ ョ ナ ル 」，日立 と と もに シ ェ ア 第 2 グ ル ープ を形成 す る 「東
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図10　メ ーカ ー別に み た ク ラ ス タ別 の 機 種 数 の 推 移 （ミ ッ

ドフ リーザータ イプ ）

芝 」，三 菱 と と も に シ ェ ア 第 3 グ ル
ープ を形成す る 「サ ン

ヨ ー」 の 3 メ
ー

カ
ーを対 象 と して ，各冷 凍年度 ご とに 3 ドア タ

イ プ，ミ ッ ドフ リ
ーザータ イプ の すべ て の 機 種の ドア ハ ン ドル
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の デ ザ イ ン に つ い て調査 し，1種 類 の ドア ハ ン ドル の デ ザ イ ン

が 全 機種 に 占め る 割合の 変化 を調べ た。

5．2．結果 及 び考 察

　そ の 結果，図11，図 12に 示す よ うに 3 ドア タ イ プ，ミ ッ ドフ

リ
ー

ザ
ー

タ イ プ と もに そ の 値 は 冷凍 年度 ご と に 大きく変化 し て

い るが ，3 ドア タ イ プの ほ うが 高 い 値 を と る傾 向に あ る こ とが

わ か っ た 。 3 ドア タ イ プで は，そ の 割 合 は 各 メ
ー

カ
ー

に 共 通 し

て 50 ％，あ る い は 100 ％ の い ず れ かで あ り，シ ェ ア の 高 い 順 番

に 100 ％ と なる 冷凍年度が 多い
。 また，3 ドア タ イ プ は 前 述 し

た よ うに．全 メ ー
カ
ー

に共 通 して ほ ぼ 各 冷凍 年度 ご とに 新 しい

ク ラ ス タが 出現 し新機種が 追 加 され て い るが，全 機種の ドア ハ

ン ドル が 同
一

の デ ザ イ ン で ある 冷凍年 度 間 の ドア ハ ン ドル の デ

ザ イ ン を比較する と，3 メ
ー

カ
ー

に 共通 して す べ て変 更 されて

い る。す なわ ち，追 加機種 の ドア ハ ン ドル は 既 存 の 機 種 と同 じ

デ ザ イ ン に す る の で は な く，既 存機種を含め た すべ て の 機種 の

ドア ハ ン ドル の デ ザ イ ン を変 更 して い る こ と が わ か っ た。以 上

の こ とか ら，こ れ らの 機 種 にみ ら れ る 「サ ッ シ ュ 巻 き」の ドア

構 造 の 場 合，ドア ハ ン ドル は付 属 物 と し て 装 着する だ け で あ

り，デ ザ イ ン の 変 更や 部 品共用 化が 容易で あっ た こ とを示唆 し

て い る と考 え られ よ う。

　一方，ミ ッ ドフ リ
ーザ

ー
タ イプ は，各メ

ー
カ
ー

に 共通 して 市

場投 入 時 に は 100％ で あ る が，そ の 後は 時系列的に 特 に ナ シ ョ

ナ ル ，東 芝 で は 30％ 前後 まで 低 下 して お り，ドア ハ ン ドル の デ

ザ イ ン が 多様 化 して い る こ とが わ か る。また，市場投 入 時 に み

ら れ る 全機種の ドア ハ ン ドル が 同
一

の デ ザ イ ン で あ る冷 凍年度

間の ドア ハ ン ドル の デ ザ イ ン を比較 す る と，追 加機 種の ドア ハ

ン ドル は 既 存の 機種の デ ザ イ ン と共 通 で，デ ザ イ ン が 変更 され

て い ない こ とが わか っ た。こ の よ うに，ドア ハ ン ドル の デザ イ

ン が 漸次多様化 して い る こ とや，既 存機 種 の ドア ハ ン ドル の デ

ザ イ ン と 共 通 化す る こ とで 全 機種 の ドア ハ ン ドル の デ ザ イ ン が

同
一

と な っ て い る こ と な どを踏 ま える と，こ れ らの 機 種に み ら

れ る 「鉄 板折 曲げ ＋ 上 下 カ バ ー
ハ ン ドル 」 ，あ る い は 「鉄 板折

曲 げ ＋ プ レ ス ＋ 上 下 カ バ ー
ハ ン ドル 」 とい っ た ドア 構 造 の 場

合，新規 に デ ザ イ ン を変更する こ とは コ ス トが か さみ，他 の タ

イ プ の 追加機種 な どとの 部品共用化が行 わ れ て い た こ と を示 唆

して い る と考えら れ よ う。 なお ，サ ン ヨ ー
に お い て は，96冷 凍

年 度以 降，その 割合は 上 昇 に転 じて い る が，当該 タイプの すべ

て の 機種 を一定の 外形寸法 （幅の み ） に集 約 させ る な ど，タイ

プ 内 に お い て 部 品共用 化 に 結 び つ く製 品 開 発 が な され て い る こ

とが 理 由 と考 え られ る。

6．お わ り に

　本研究 で は．冷蔵庫 の バ リエ ーシ ョ ン展 開の 構 造 に つ い て，

「3 ドア タ イプ 」 と 「ミ ッ ドフ リーザ ータ イ プ 」 を 対象 と して
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図 11　 3 ドア タ イ プに お け る ドア ハ ン ドル の デザ イ ン 1案 が 同

　　　 タ イ プの 全機 種 に 占め る 割合 の 変化
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図12　ミ ッ ドフ リーザータイ プ に お け る ドア ハ ン ドル の デ ザ イ

　　　 ン 1案 が 同 タ イプの全 機種 に 占め る 割合の 変化

検討 し た。

　両 タ イ プの 市場 へ の 登 場 に は 10年 以上 の 開 きがあ る に もかか

わ らず，メ
ー

カ
ー内 に お ける 両 タ イプの バ リエ

ーシ ョ ン の 冷 蔵

庫全 機種 に 占め る 割 合 の 変化 に は 共 通 の 傾 向 を確 認 す る こ とが

で きた 。 しか し，商 品展 開 の あ り方 は，両 タ イ プで 異 な っ て い

る こ と が明 ら か に な っ た 。 すなわ ち，3 ドア タ イプで は，特徴

的 な バ リエ
ー

シ ョ ン は 特定の メ
ー

カ
ーの み に 対応 す る もの で あ

り，その 他 の バ リエ
ー

シ ョ ン は 5 種類の ク ラ ス タ に 分類 して と

ら える こ とが で きた が ，そ の 種類は時系列的 に 変化 して お り，

「質の 変化」 に よ る 商 品展開で あ る こ とが わか っ た。一方，

ミ ッ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ イ プ も 5 種類 の ク ラ ス タ に 分 類 して と らえ

る こ とが で きた が，ク ラ ス タの 種類 で は な く，各 ク ラス タ内 の

機種 数が 変化 して お り，　 「量 の 変 化」 に よ る 商品展 開 で あ る こ

と がわ か っ た。ま た
，

メ
ー

カ
ー

間の 比 較 をす る と，3 ドア タ イ

プで は，上述 した特 定 の メ
ー

カ
ー

に対 応 した 特徴的 なバ リエ
ー

シ ョ ン を除 くとほ とん ど違 い は み られ なか っ た 。

一
方，ミ ッ ド

フ リーザータイ プで は，す べ て の ク ラス タ に 対 応 した全 方位的

な商 品 展 開 や ，あ る ク ラ ス タ の み に 特化 した 商品展 開が み ら

れ，各 メ
ー

カ
ー

の 商品 戦 略の 違い を明確 に と らえる こ とが で き

た。さら に ，バ リエ
ー

シ ョ ン 内 の ドア ハ ン ドル の デ ザ イ ン の あ

り方 に は 両 タ イ プ で 違 い が あ り，ドア 構造 の 違 い な どが 影 響 し

て い る と考 え ら れ た。

　 今 後の 課題 と して は，商 品種 の 異 な る 家庭 電化 製 品 を対 象 と
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して ，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 構造 や そ の 変 遷 を 明 らか に す る と と

もに，デ ザ イ ン 組織の あ り方や デザ イ ン 開発 プ ロ セ ス の 違 い な

ど，よ り具体的な観 点 か ら製品 の デザ イ ン を と らえる こ とで ，

商品 ラ イ ン ア ッ プ にお け るデザ イ ン手 法 を よ り明確化 す る こ と

が で きる と思 われ る。
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注

1）経 済企 画 長 調 査 局編 ：家 計消費 の 動 向　平 成 10 年版，

　　大蔵省印刷 局，20−21，26−27，1998

　　普及 率 は 1982 （昭和 57）年の 99．5％ を 最高 に98　
°fo前後 を

　　保つ 横 ばい 状況 と な っ て い る 。 また，保 有数量 は 1974

　　 （昭 和49）年 に 103．9台／ 100世 帯 と 1世帯当 り 1 台 を超

　　えほ ぼ 毎年上 昇 を続 け，1998 （平 成 10＞年で は 120，7台／

　　100世帯 と な っ て お り，複数 保 有が顕 著 な状 況 と な っ て い

　 　 る。

2 ）機 能 は 「温度 帯 」　 「収納 され る対 象物」　 「付 加機 能」 の

　　 3種 類．レ イ ア ウ トは 「上 下方 向 」　「左 右 方 向」，こ れ

　　 らの 「混合」の 3種 類に 大 き く分 類で きる。本稿 で は，

　　両者の 組み 合わせ に よ り分類す る こ とがで きる 冷蔵庫の

　　種類 を 「タ イプ」 と呼ん で い る。

3）田 村 良一
：冷蔵 庫の 商 品 ラ イ ン ア ッ プの 変 遷 とその 構 造

　　
一商品 ラ イ ン ア ッ プ に み るデ ザ イ ン 手 法に 関 す る 研究

　　 （1），デ ザ イ ン学 研究，46，3，39−48，1999

4 ）本 稿 で は ，ナ シ ョ ナ ル ，東芝，サ ン ヨ ー，シ ャ
ープの 4

　　 メ
ー

カ
ー

に 共通 し，過 去20年間 の ほ ぼ すべ て の 期 間に 継

　　続 し て ラ イ ン ア ッ プ され て い る タ イ プ を 「基 本商 品 タ イ

　　 プ」，4 メ
ー

カ
ー

に 共通 し，ある 期間 に 限定 して ラ イ ン

　　 ア ッ プ され て い る タ イ プを 「時代商品 タ イ プ」，各 メ
ー

　　 カ
ー
独自の タ イ プや 2 メ

ー
カ
ー

の み に 共通す る タ イ プ

　　 で，特定の 期間 の み に ラ イ ン ア ッ プ さ れ て い る タ イ プを

　　 「期間商 品 タ イ プ」 と呼ぶ こ と とす る 。 詳細 は前掲 3 ）

　　 を 参照 の こ と。

5 ） 1 ドア 冷 蔵庫 は，寝 室 な どで の セ カ ン ドユ
ース や ，ホ テ

　　 ル ，オ フ ィ ス な どを対象 と し て お り，
一

般 ユ
ーザ の 選択

　 　 の 対 象 とな りに くい た め除外 して い る。ま た，冷 蔵室 の

　　 食 品冷凍 防 止 ヒ ータ ーを内 蔵 させ た寒冷地 仕様は 異 な る

　　機種 名 とな っ て い る が，一
般 的 な選択 対 象とは な らない
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　　た め ，基本 機 種 と 同
一

と して 取 り扱 う こ と と した。

6）79冷 凍年 度 か ら81冷凍 年度 の 期 間，東芝 に 「ミ ッ ドフ

　　リーザータイ プ」の 冷蔵 庫が み られ るが，同時期 に お い

　 　て 他 メ ーカー
に 同 タ イプの 商 品展 開が み られ ない こ とか

　　ら，本 分析 の対 象か ら 除い て い る。

7 ）消 費電力 量 は，従来 JISの 消 費電 力量 試験 A 法 に よ り測定

　　し表示 され て い たが ，1994年 且0月 か ら B 法 に よ る 表示 に

　　順 次切 り替 え られ て い る。B 法 は，　 A 法 に 比べ 試験 時 の

　　周囲温 度が高い た め，表示値は 30〜40％ 大 き く　（業界調

　　べ ） とされ て い る こ とか ら，A 法に よる 表示の もの に つ

　　い て は 1．4倍 し て 算出 した 。 な お，B 法 は 1993年の JIS改正

　　で 規定の ISO （国際標準化機構）規格に 準 じ た 試験方法で

　　あ る 。

8 ）　 「ス イ ン グ」 と は ，ドア 開閉方 法 が 冷 蔵 室や 冷凍 室 と同

　 　様 の 回転 式 で，ドア バ ッ ク に 野 菜 ケ
ー

ス が
一

体 の もの や

　　庫 内 に 野 菜 ボ ッ ク ス が 別途設 定 さ れ た も の が あ る。 「ス

　 　 ラ イ ド」 と は，ドア 開 閉方式 が 引 出 し式 で，ドア の 開閉

　 　 と 同時 に 野菜 ケ
ー

ス が 引 き出 され る。

9）調査 を行 っ た メ
ー

カ
ー

は ，ナ シ ョ ナ ル ．東芝，日立，サ

　 　 ン ヨ
ー，三菱 の 5社 で あ る。イ ン タ ビ ュ

ー調査 は 1998年

　 　 8 月か ら 9 月の 2 カ 月 間 に実 施 した。

10）エ ス ・ピー・エ ス ・エ ス 株 式 会社 ：SPSS　Categories，エ

　　ス ・ピー エ ス ・エ ス 株 式 会社，B76−B94，1gg5

　　山本 嘉一郎，小 野 寺孝 義，竹村 和 久 ：新 版spssx　N 　 オ

　　プ シ ョ ン 編，東洋経済新 聞社，91−111，1999

　　交互最小 2 乗法 に よ る 主 成分分析 （PRINCALS 　l

　　PR ［Ncipa且Component　analysis 　by　rneans 　of 　Alternating　Least

　　Squares）の こ と。ば らつ きの 主 次 元 に つ い て ，交 互最 小

　　 2乗 法の 計算技法を用 い て 変数 の セ ッ トを分 析 す る。変

　　数 は 混 合測 定 レ ベ ル とす る こ とが で き，観測 変数 間 の 関

　　係 は 線 形 と想定 さ れ ない 。詳細 は 上 記 文 献 を参照 の こ

　　と 。 な お，本手法 を 用 い た 既 往研 究 と して 以 下 の もの が

　 　 あ る。

　　John　Shackleton　and 　Sugiyama　Kazuo 二Attribute　Perception

　 　in　Japanese　Recreational　Vehicle　design　Prototype　Theory 　in

　　Product　Differentiation（1），　 Bulletin　of　Japanese　Society　for

　 　 the　Science　of　Design ，43 ，4，9−18，1996

11）非線形主 成分分析 に よ る 分析 とと もに，同一
の 調査結果

　　を も とに，数量 化 理 論 皿 類に よ る 分 析 も行 っ た。そ の 結

　　果，両者 か ら は 類似 した 結 果が 得 ら れ た が，前 者 に よ る

　　分 析 の 方 が よ り関係 が 明快 に 表現 され た。そ こ で ，本稿

　 　 で は非 線 形主 成分 分 析 に よる 結 果 を用 い て 考察 す る こ と

　 　 と した。
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